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△ ABC と △ EAD において
、
③④ より

仮定から <ABC = LEAD い ⑤

HB = AE い ①
①③⑤より

平行四辺形 の対辺は等しいので 2組の辺 と その 間 の 角が
BC = AD い、② それぞれ等しい ので

二等辺三角形 ABE の 底角 は等しいからf岬に𡵸仍ムABC = <AE B ・ 一

AD 11 BC で あり 平行線の 錯角 は等しい ので

<AE B = LEAD い ④
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中点 の 座標 は

それぞれの
④ で 4

=
= 1 座標を

y

・
"

たし て

5 2でわる .

① 剛 )
い、か)

よって 原点 と ( 1 . で ) を 通る 直線 の 式 は f = any

j = 9× 1 5

y = うつ(ら
と なり 4-

A



)に 3
. y = 4 を y = が に 代入

4=9 a

4
1 A =

T
一、、

鮾-

5
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OA の 長 さ を 求める と

4 = 3atb > 4 = J + b

が に 二 国 = 5 | - ) に興) と 、 る = b
よって B ( -5.0 ) と なる 。 4=89

a で = b

g. き
、 、



A
A

/
③

D
•

③④⑤
i.も

'

①
=

"

①
• ・

1
B

・
昞の

E② E

△ ABC と △ EAD において
、
③④ より

[仮定から [ABC = LEAD ・

HB = AE い ①
①③⑤より

平行四辺形 の対辺は等しいので 2組の辺 と その 間 の 角が[ BC = AD い、② それぞれ等しい ので

二等辺三角形 ABE の 底角 は等しいからf岬に𡵸仍ムABC = <AE B ・ 一/ADHBC で あり 平行線の 錯角 は等しい ので

<AE B = LEAD い ④


